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ブレスト・インプラント（ゲル充填人工乳房）による乳房手術を受けた（受ける）方へ 

 

海外ではすでに報道されていますが、最近、アメリカ食品医薬品局（FDA、日本の

厚生労働省に相当）が乳房再建術や豊胸術後に生じるブレスト・インプラント関連未

分化大細胞型リンパ腫（Breast Implant Associated-Anaplastic Large Cell Lymphoma 

(BIA-ALCL)）という疾患についての情報を公開しました。 

この疾患は T 細胞性のリンパ腫と呼ばれるもので、乳がんとは異なります。極めて

まれな疾患ですが、治療が可能です。通常は、インプラント周囲に液体が貯留し腫れ

てくることではじまる病気です。表面の性状がザラザラ（textured surface）のインプラ

ントを使用した例で多く報告されています。 

日本およびアジアではまだ報告はありませんが、海外では数千個に 1 例とする報

告から 3 万個に 1 例とする報告まで様々です。 

 

 

FDA はインプラントの抜去を推奨しているわけではありません。 

FDA は、無症状またはほかに異常のない場合、インプラントの予防的抜去は推奨し

ていません。しこりや腫れがないかを自分でチェックするように推奨しています。異常

を感じた場合は、すぐに受診してください。我々はそれに加えて定期的な診察をする

のがよいと考えております。定期的な診察により、必要な検査を追加したり治療を行

うことができます。 

 

万が一、BIA-ALCL を発症してしまった場合でも、ほとんどの場合はインプラ

ントとその周囲の組織を切除することで治癒するとされています。 

一部には追加の治療が必要になる方もいらっしゃいますが、発見が遅い場合にその

ようなことになる可能性が高くなります。 
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